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Ⅰ．はじめに
　近年，若年女性の痩せ志向が大きな健康課題となっている1，2）。若年女性が不必要・不
適切なダイエットを行うことは，本人に様々な健康障害が発生する恐れがある3）とともに，
妊娠への影響4），さらには将来生まれるであろう次世代の子どもの健康への影響も懸念さ
れる5‒7）。平成23年に当大学２年生を対象として実施した調査結果8）において，自分の体
重を減らしたいと思っている者は79.8％であり痩せ志向は明確に認められているが，以前
食事制限をして体重を減らそうとしたことがある者は49.3％，現在食事制限をして体重を
減らそうとしている者は11.7％であった。すなわち80％程度の者が痩せたいと考えている
が，その中には食事制限を行わない者や行っても継続しない者が存在する。若年女性の不
必要・不適切なダイエットを予防するためには，彼女たちがなぜ痩せたいと思うのか，な
ぜ行動の違いが生じるのかといった「なぜ」について検討する必要があるが，そのために
は，まず質的調査を行うことが適当と考える。これまでに若年女性を対象とした痩せ志向
などの理由・要因に関して数多くの研究結果9‒32）が報告されているが，調べ得た範囲では，
質的な調査はブレインストーミング１件10），量的調査での自由記載３件12，20，28），パーソナ
ル・インタービュー１件18）にとどまる。本研究は女子大学生の不必要・不適切なダイエッ
トの予防対策を検討するに当たり，フォーカス・グループ・インタビューにより当事者の
意識を質的に把握することを目的とする。
Ⅱ．対象・方法
　当大学教育学部３年生２グループ各５名および同看護学部１年生１グループ８名，合計
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３グループ18名を対象に，平成25年12月から平成26年１月にフォーカス・グループ・イ
ンタビューを実施した。インタビューの内容は，「痩せたいと思う理由」，「痩せたいと
思っていてもダイエットをしない人はその理由」「ダイエットが続かない人はその理由」
などとした。インタビューは参加者の許可を得て録音し逐語録を作成，研究者の合議によ
り「痩せたいと思う理由」などを抽出した。
　研究は当大学看護学部倫理審査委員会の承認を得て行った。
Ⅲ．結　　果
　抽出された主な事項は次のとおりであった。
１．痩せたい理由
⑴　痩せていることが美しい・かわいいと思う。
　痩せていることは美しい。痩せていた方がかわいい。
⑵　周りの人から美しい・かわいいと思われたい。
　綺麗に見られたい。周りの目が気になる。男性より女の子からの目線のほうが気にな
る。男の人の目は気にする。
⑶　周りに痩せている人が多い。
　大学に入るとみんな細くてかわいい。周りが綺麗だから痩せなくてはという思いは増える。
⑷　痩せていると似合うかわいい流行の洋服が着たい。
　痩せているとかわいい服が着られる。今流行っている服に合わせる。新しい服を買いに
行くと痩せなくてはと思う。痩せたらなんでも着られる。
⑸　雑誌のモデルのようになりたい。
　モデルやアイドルみたいな体型になりたい。目標や基準が雑誌のモデル体型。モデルに
近づこうとは思わないけど綺麗のイメージがそこ。雑誌がダメ。
⑹　ダイエットに関する報道・雑誌の記事に影響を受けた。
　テレビの影響は大きい。ダイエットの成功の話を聞くと頑張ろうと思う。
⑺　体型の変化を感じた（太ったと思った）。
　久しぶりに体重計に乗るとダイエットしたくなる。お風呂に入るときに痩せなきゃと思う。
⑻　周りの人から「太ったね」と言われた。
　「ちょっと太った？」っていう言葉は誰から言われても気になる。友達に「太ったね」っ
て言われると焦る。彼氏に「もうちょっと痩せたほうがいいんじゃない？」と言われた。親
に「最近丸くなったよね」と言われた。お母さんなどに「痩せたね」と言われると嬉しい。
⑼　周りの人から体型維持ができる人と見られたい。
　周りから見られていると感じ，ちゃんとしていると思われたい。
⑽　健康によい。
　太っていたら体に悪いとされる。
⑾　痩せていることがよいとされる社会である。
　女の子はとりあえず細くないと。痩せているのがかわいいとする社会が悪い。
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２．痩せたいと思っていてもダイエットをしない理由
⑴　何となく思っているだけ。
　痩せたらいいな的な願望。なんとなく思っているだけ。
⑵　今の体型でよい。
　自分はこれでいいと思っている。太っていると思っていない。
⑶　痩せられると思っていない。
　絶対無理だと思っている。痩せられるとは思わない。
⑷　方法がわからない。
　何をしたらいいかわからない。
３．ダイエットが続かない理由
⑴　すぐに効果が出ない。
　効果が早く出ない。
⑵　きつい。
　きついから。食事制限だと長く続けられない。楽して痩せようと思う。
⑶　意志が弱い。
　意志が弱いから。目の前に食べ物があったら食べてしまう。
⑷　目標がない。
⑸　友達とのつきあい，アルバイトなど生活環境が影響した。
　付き合いがある。友達が食べているの見て自分も食べる。食べ放題飲み放題を断るとし
たらダイエットよりもお金の問題。
　アルバイト前に定食を食べ，終わって11時12時にまた食べる。
４．ダイエットが続く者について推測する理由など （対象に継続中の者がいなかったため）
⑴　意志が強い。
　続く人と続かない人の違いは本気度。意志の強さ。
⑵　目標がある。
　よく言えば美意識が高い。目標がある。
⑶　自分に自信が持てる。
　コンプレックスに対して変わりたいと思う。ダイエットを頑張っている自分がいい。
Ⅳ．考　　察
　先行研究など9, 16, 19, 20, 32‒35）で報告されている女子大学生の理想 Body Mass Indexの推移
を表１に示すが，少なくとも1976年には痩せ志向があるといえる。また，女子大学生のダ
イエット経験率に関する主な報告10, 12, 20, 28, 30を経年的に表２に示すが，増加傾向にあると
いえる。このような状況の中，これまで若年女性の痩せ志向に関して数多くの研究が行わ
れている。主な報告内容に関して，「痩せ志向 ・ 願望の理由 ・ 要因」9, 10, 14, 15, 19, 21, 23‒26, 28, 30, 32）
を表３に，「ダイエット行動をとる理由・要因」10‒14, 16‒18, 21‒23, 26‒32）を表４に，「ダイエット
行動をとらない理由」18, 20），「ダイエット行動を中止した理由」12, 16），「ダイエット行動が続
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表１　女子大学生の理想の Body Mass Index（BMI）の推移
調査年（調査者） 調査時の BMI 理想の BMI
1963・1965年（Mizuno. Hirata. Aoyama et al33））*
 （注）高校生を含む
21.0 20.3
1976年（青山34））** 20.2 19.1
1985年（松浦・小林・飯島他9））* 20.5 18.7
2000年（高橋・宮川20））** 20.9 18.7
2001・2002年（桑原・栗原16））**
21.4（１年生）
20.7（３年生）
19.3（１年生）
19.0（３年生）
2004年（志渡・森田・竹内他19））** 20.0 18.2
2011年（小鶴32））** 20.9 18.6
2014年（續・大島・中島35））** 20.0 18.6
*理想の身長・体重から算出　**現在の身長を基にした理想の体重から算出
表２　女子大学生のダイエット経験率の推移
調査年（調査者） ダイエット経験率（％）
1990～1991年（西岡・矢崎・岩城他10）） 53
1995年（片山12）） 63.6
2000年（高橋・宮川20）） 59.5
2006年（半藤・川嶋28）） 61.0
2007年（北口・樋口・白石30）） 79
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く要因」23）を表５に示す。これらを踏まえて，20年程前から若年女性の不必要・不適切な
ダイエットを予防する対策に関して表６のとおり種々の提言が行われている12, 13, 16‒18, 21‒24, 
27, 28, 30‒32）。しかし，この間，表１・２に示すとおり女子大学生の痩せ志向に改善はみられ
ず，むしろ痩せ志向の若年化が進んでいる2）。
　女子大学生の不必要・不適切なダイエットの予防対策を検討するに当たっては，まず
「なぜ痩せたいのか」「なぜ体重を減らすための行動を起こすのか／起こさないのか」など
について，当事者の意識を質的に把握することが適当と考える。フォーカス・グループ・
インタビューは，特定の話題について参加者の理解，感情，受け止め方，考えを引き出す
こと36）を目標とするものであり，保健専門職など自分たちがかかわる対象者の信念，認
識，知識，態度を深く理解する必要がある人々の間で第一に用いられる方法 37）であると
いわれていることから，今回，「痩せたいと思う理由」などを内容としてフォーカス・グ
ループ・インタビューを実施した。
　今回の結果について KJ法38, 39）を利用して整理した結果を図に示す。
　女子大学生が痩せたいと思う根底には「痩せていることがよいとされる社会」があると
考えた。彼女たちは「痩せていることが美しい，かわいい」と認識しており，「周りの人
から美しい・かわいいと思われたい」，「痩せていると似合うかわいい流行の服を着たい」，
「体型の変化を感じた（太ったと思った）」などの理由で痩せたいと思っている。また，
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　表３　 先行研究で報告されている若年女性の主な痩せ志向・願望の理由・要因9, 10, 14, 15, 19, 21, 
23‒26, 28, 30, 32）
理由 要因
・体重が増えた
・他の人から太ったと言われた
・体が重いと感じた／体調をよくするため
・健康のため
・ 体型が気になる／体型不満／自分の体型に自信が
ない
・美しくなりたい
・痩せていた方がかわいい
・おしゃれを楽しみたい
・どんな服も似合いそう／かわいい服が着られる
・TVの登場者が痩せている
・ダイエット記事を見て
・友達が痩せている
・友達がダイエットしている
・身内に太った者がいる
・自信が持てる
・他の人からよく見られたい
・異性にもてたい
・スポーツの競技力を向上させるため
・何となく
・平均的な体格を正しく把握していない
・現在の BMIと理想の BMIとの差
・肥満
・痩せに関する価値観（魅力的など）
・ 痩身のメリット感（おしゃれを楽しむ
ことができる，かわいいなど）
・メディアの影響
・友人の痩せ志向
・自尊感情の低さ
・栄養知識の低さ
・家庭での食生活の話題の少なさ
　表４　 先行研究で報告されている若年女性の主なダイエット行動をとる理由・要因10‒14, 16‒18, 
21‒23, 26‒32）
理由 要因
・太った
・太っていると思った
・ 他の人から太ったといわれた／からかわれた／家
族に勧められた
・体が重いと感じた
・健康のため
・理想的な体型に憧れた／スタイルをよくしたい
・容姿に悩む
・異性にもてたい／異性の目を気にして
・痩せすぎの体型が世間では普通のこととして浸透
・美しくなりたい
・痩せている方がかわいい
・服を美しく着たい
・細身の流行の服を着たい
・好きな／いろいろな服を着たい
・ダイエット記事を見て
・雑誌を見て／雑誌のモデルに憧れて
・友達が痩せている
・友達がダイエットしている
・身内に太った者がいる
・肥満度／BMIの高さ
・太っているとの認識
・現在の BMIと理想の BMIとの差
・痩せ願望の強さ
・体型不満の強さ
・痩身記事／広告
・ 痩身モデルを理想水準とする痩身願望
の高まり
・自分の悩みを深刻にとらえる
・母親のダイエット行動／経験
・母親との食に関する会話の乏しさ
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表５　先行研究で報告されている若年女性がダイエット行動をとらない理由など
　　　　 ダイエット行動を 
とらない理由18, 20）
　　 ダイエット行動を 
中止した理由12, 16）
 ダイエット行動が 
続く要因23）
・過去も現在もスリム
・必要ない
・続かないと思う
・食べることをがまんできない
・日頃の生活習慣に気をつけている
・ 社会基準に合わせるダイエットは
しない
・効果があった
・期待通りにならない
・面倒だから
・無駄だと悟った
・ 食欲を抑えられなかった
・体調に変化が見られた
・痩せ願望の強さ
　　 　表６　 先行研究における若年女性の不必要・不適切なダイエットを予防するための
対策に関する提言など12, 13, 16‒18, 21‒24, 27, 28, 30‒32）
１．健康教育の改善など
　⑴　児童生徒などを対象とした教育
　食・栄養や運動に関する知識の向上
　不必要・不適切なダイエットの危険性に関する知識の向上
　やせすぎの健康への影響に関する知識の向上
　思春期における身体的成長の理解の向上
　適正なボディイメージの形成
　「美の基準」の是正
　流行や周囲の価値観に振り回されない力の育成
　自尊感情・自己肯定感の向上
　メディアリテラシーの向上　　　　　　など
　⑵　母親を対象とした教育
２．その他
　メディアなどの社会環境的なやせへのプレッシャー自体の改善
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「痩せたい」と思ってもダイエット行動をとらない理由は「何となく思っているだけ」「今
の体型でいい」「痩せられると思っていない」などであり，ダイエット行動が続かない理
由は「すぐに効果が出ない」「きつい」「意志が弱い」などであった。ダイエット行動が続
く理由については，今回の対象の中に該当する者がいなかったため推測に止まるが「意志
が強い」「自分に自信が持てる」などであった。
　今回の結果について，表３～５に示した先行研究で報告されている内容との比較におい
て特徴的と考えた事項は次のとおりである。「痩せたいと思う理由」については彼女たち
が「痩せていることがよいとされる社会」をあげたことが注目される。また，「周りに痩
せている人が多い」「周りの人から体型維持ができる人と思われたい」といった女子大学
という環境が影響していることをうかがわせる事項があがった。「ダイエット行動をとら
ない理由」については「何となく思っているだけ」「方法が分からない」が，「ダイエット
行動を中止した理由」については「意志が弱い」「友達とのつきあい，アルバイトなど生
活環境が影響」があがった。なお，フォーカス・グループ・インタビューを利用して得ら
れる結果についてはインタビューを行った特定の対象者の意識に依存する恐れがあること
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図　フォーカス・グループ・インタビューのまとめ
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など40）から，今回の結果を基に作成した調査票を用いた量的調査を実施し対象集団として
の状況を確認した。その詳細は別途報告するが，「痩せたいと思う理由」に関して「痩せ
ているほうが良いとされる社会だから」「ダイエットに関連する雑誌や報道に影響を受け
たから」を選択した学生は必ずしも多くはなかった。この点について，表１に示したとお
りわが国では40年以上前から女子大学生の痩せ志向が認められていることから，現在の
女子大学生は小児期から周囲の者やメディアなどから「痩せていることは良いことであ
る」という刷り込みを受けており，マスメディアなどの影響が意識されないレベルになっ
ている者が多くなっているためと推測する。そのように考えると「痩せていることは良い
ことである」という刷り込みを受けている若年女性の不必要・不適切なダイエットの予防
は極めて困難な課題といえる。
　以上述べてきた状況を踏まえ，女子大学生など若年女性の不必要・不適切なダイエット
を予防するため，短期的には健康教育の強化（不必要・不適切なダイエットの危険性，や
せすぎの健康への影響（次世代を含む。），適正なボディイメージの形成，自尊感情・自己
肯定感の向上，メディアリテラシーの向上など）が，中・長期的には次のような取り組み
が必要であると考える。
⑴　教育機関における健康教育について
　現在の小学校・中学校の学習指導要領には不必要・不適切なダイエットを予防するため
の教育に関する記載がないことから，小学校・中学校の学習指導要領の改訂にあたり，生
活習慣病予防のための教育に加え，不必要・不適切なダイエットを予防するための教育の
実施を明記することにより，小学校・中学校で確実に教育が行われるようにする。
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⑵　教育機関における健康教育以外の対策について
　テレビ・雑誌などのメディアが適正なボディイメージの形成を含めて正しい知識や適切
な情報を提供する。
　ファッション・アパレル業界が普通体型の若年女性が「かわいい」と感じるデザインの
服装を開発・提供する。
Ⅴ．結　　論
　女子大学生を対象として痩せ志向に関するフォーカス・グループ・インタビューを行
い，当事者の意識を質的に把握できた。今後，量的調査の結果を踏まえ，女子大学生の不
必要・不適切なダイエットの予防対策について検討を深めたい。
　本文の要旨は73回日本公衆衛生学会総会（平成26年10月，宇都宮市）で発表した。
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